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5)　ルジャンドルの陪関数 (associated Legendre function) ( ) m
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まずルジャンドルの微分方程式 ( ) ( ) 0121 2 =++′−′′− PllPzPz を m 回微分すると、

積の多回微分から出てくる 0Cm , 1Cm , 2Cm 等の係数に注意して、
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を得る。確かに ( ) ( ) ( )m
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l PzzP 221−∝ でよい。あとは規格化定数を決めるだけ(問 6)。

また、 lP は l次の多項式であるから、 lm ≤ の条件が自動的に課せられる。
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kP をかけて積分してみる。0 の積分は 0 であるから
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[B] kl = の場合の規格化定数を求める。方針は、 m
lP の m に関する漸化式を作る。
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[C] 漸化式を積分して、部分積分で、微分の項
dz

dP m
l を消去してしまう。
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となる。部分積分で、第 1、2 項の PPP ′′ ,2 を 2P の形に持って行く。まず、部分積分で
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同様に第 2 項も部分積分して、
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[D] 漸化式のインデックス m を、 1−→ mm とずらして行き、 ll PP ≡0 まで持っていく。
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[E] 最後にルジャンドル多項式の規格化定数を求めて完成。
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